競技注意事項
・本大会は，２０２０年度（財）日本陸上競技連盟競技規則と本大会要項により実施する。
・競技者は，それぞれの競技場所で，競技開始１０分前に点呼を受ける。トラック種目については，競技開始２０分前に招集所へ腰ナンバーカードを受け取ってから，それぞれの競技場所へ行くこと。また，３０００ｍについては，同時に胸ナンバーカードも受け取り，着用してレースを行う。腰・胸ナンバーカードについては，ゴール後に付近に置いてあるカゴの中に返却する。競技開始時間やスタートリスト（組・レーン・試技順）を，事前によく確認しておくこと。
・タイムレース予選の種目は，記録の上位８名が決勝に出場する。決勝出場者は，放送で通知をすると共に，各校のカゴの中に配付される結果で確認すること。同タイムで決勝出場者が８名を超えるときは１０００分の１秒まで写真判定を行うが，それでも同タイムの場合は抽選で８名を決定する。
・競技者は胸と背中にアスリートビブス（登録番号）をつけること。ただし，走幅跳・走高跳に出場の競技者は，胸側だけでもよい。
・走高跳のバーの上げかたは，下記によるものとする。ただし，気象状況やその他特殊条件によっては審判長判断で変更する場合がある。
　 　　男子　1m30-1m35・・・・1m60-1m65-1m70　以後３ｃｍ
     　女子　1m10-1m15・・・・1m35-1m40-1m45  以後３ｃｍ
  優勝決定のためのバーの上げ下げは，2cmとする。
・スパイクのピンは土用ではなく７ｍｍ以下のオールウェザー用のものを使うこと。　
・WA規則第143条（TR5：シューズ）のルール改定において，本大会は規格外のシューズの使用を認める。ただし，規格外シューズを使用した際はリザルトに「NSS：規定外（TR5/国内R143）」と注釈が入る。
・スタートは英語コールで行い，1回目の不正スタートで失格となる。
・スタート時の不適切行為に関しては，スタート審判長により警告(ｲｴﾛｰｶｰﾄﾞ)を与えられることがある。
・本競技会に関わるすべての人に対し，競技中に発生した傷病・疾病について，傷害保険の加入範囲および現場での応急処置は行うが，それ以降は各自の責任で行うこと。
　なお，競技会に関するすべての人の感染に対するいかなる責任を，主催者は一切負わない。

各校でゴミ等の片づけを，責任をもって行い，会場使用のマナーを守ること。
